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令和4、5年度補正予算
湯の丸高原屋内運動施設事業関連
予算決算特別委員会報告
提出案件の審議結果
承認可決した予算・条例等について
主な新設一部改正条例、その他議案等
政務活動費収支報告
市政を問う（代表質問4名・一般質問5名）
小学生の議場見学
総務産業委員会現地調査報告
議会だよりモニター会議開催報告
きらり★キラリ「祢津東町歌舞伎保存会」 

東御市議会
ホームページ

表紙の写真

“東御市のワイナリーさん”

新年度予算決まる！新年度予算決まる！



令
和
５
年
度
東
御
市
予
算

　
令
和
５
年
度
の
予
算
が
３
月

定
例
会
で
可
決
、承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
令
和
５
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
実
施
さ
れ
、令
和

６
年
３
月
末
ま
で
事
業
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。国

で
は
経
済
再
生
や
■

※

■ＤＸ・ＧＸ

と
い
っ
た
分
野
へ
の
投
資
、ま
た

少
子
化
対
策・子
ど
も
政
策
等
に

重
点
が
置
か
れ
た
積
極
的
な
予

算
が
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
な
方
針
を
踏
ま
え
た
中
、令

和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、１

４
９
億
９
２
０
０
万
円
で
す
。昨

年
度
当
初
予
算
と
の
比
較
で
４・

０
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。燃

料
費
の
高
騰
に
よ
る
電
気
代
等

の
公
共
施
設
の
経
費
や
委
託
料
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
中

で
の
農
業
振
興
施
設
整
備
事

業
、公
共
施
設
の
長
寿
命
化
に
か

か
る
改
修
な
ど
が
増
加
の
主
な

要
因
で
す
。

　
ま
た
、湯
の
丸
高
原
屋
内
運

動
施
設
事
業
特
別
会
計
が
廃
止

さ
れ
、今
後
は一
般
会
計
で
編
成

し
、早
期
償
還
を
目
指
し
ま
す
。 

自主財源
43.5％

依存財源
56.5％

一般会計予算可決！
市税
【固定資産税や市民税、
都市計画税など】
40億5,938万円

繰入金
【基金などから取崩して
一般会計に繰り入れるお金】
10億6,615万円

財産等収入・繰越金等
【土地貸付収入や
ふるさと寄附金など】
5億8,816万円

諸収入
【貸付金元利収入など】
5億4,450万円

分担金および負担金
使用料および手数料
【市営住宅使用料や施設入所者の負担金など】
2億4,650万円

地方交付税
【各市町村が標準的な行政サービスを提供できるよう、
一定の基準により国が交付する税】
43億5,000万円

国県支出金
【国や県からの補助金など】
25億1,024万円

交付金
【地方消費税交付金や
地方特例交付金など】
8億5,400万円

市債
【市の借入金】
6億540万円

地方譲与税
【国から地方に譲与される税金】
1億6,768万円

予算の議案提出から採決まで 予算審査の流れ
１市

側
よ
り
予
算

の
提
案
と
説
明

（
議
案
の
提
出
）

２予
算
案
に
対
す

る
全
体
的
質
疑

（
総
括
質
疑
）

３総
務
産
業
・
社

会
文
教
の
各
常

任
委
員
会
で
所

管
課
の
審
査

（
常
任
委
員
会
予
備
審
査
）

４常
任
委
員
会
か

ら
の
審
査
報
告

を
も
と
に
さ
ら

に
質
疑
討
論

（
予
算
決
算
特
別
委
員
会
審
査
）

５最
終
日
に
予
算

決
算
特
別
委
員

会
審
査
報
告
が

さ
れ
質
疑
、討

論
、採
決

（
議
案
採
決
）

27.1％

7.1％

4.0％
3.6％

1.7％
29.0％

16.7％

5.7％
4.0％

1.1％

※金額と構成比は、万円未満を四捨五入しているため合計と一致しない場合があります。

149億
9,200万円

歳 入

　
湯
の
丸
高
原
屋
内
運
動
施
設

事
業
特
別
会
計
が
廃
止
さ
れ
、一

般
会
計
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
、起

債
償
還
に
対
し
て一般
財
源
に
手

を
付
け
な
い
と
し
て
き
た
こ
と

が
守
れ
な
い
こ
と
で
す
。

　
令
和
５
年
度
事
業
に
は
、今
後

に
必
要
な
事
業
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、コ
ロ
ナ
が
落
ち
つ
い
て

き
た
中
で
住
民
同
士
の
活
動
や
、

健
康
づ
く
り
な
ど
回
復
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
取
り
組

み
が
あ
り
、あ
る
意
味
新
し

い
時
代
に
向
け
て
大
切
な

年
と
言
え
ま
す
。湯
の
丸
に

つ
い
て
も
、し
っ
か
り
と
し

た
議
論
を
す
る
こ
と
求
め

て
、反
対
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
て

４
％
の
増
で
あ
り
ま
す
。社
会
情

勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
、細
部

に
ま
で
行
き
届
い
た
積
極
的
か

つ
、効
果
的
な
予
算
計
上
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
も
、効
率
的
な

財
政
運
営
に
配
慮
し
な
が
ら
、だ

れ一人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、市
民
に
寄
り
添
う

市
政
運
営
を
期
待
し
て
賛
成
し

ま
す
。

※
D
X
と
は
：
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
て
全
体
の
様
子
を
変
え
る
活
動
。

　G
X
と
は
：
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
い
く
た
め
の
活
動
。

一般会計予算可決！

窪
田 
俊
介議員

斉
藤
　哲議員

反対
討論

賛成
討論

１８億8,166万円

18億1,924万円

18億6,352万円

公
債
費

12.5%

12.6% 

12.3%

民
生
費

４９億９,０９８万円

45億5,854万円

46億2,229万円

33.3%

31.6%    

30.5%    

１３億8,700万円

15億5,750万円

14億3,667万円

土
木
費

9.3%    

10.8%

9.5%   

７億6,464万円

6億6,446万円

5億6,122万円

農
林
水
産
業
費

5.1%

4.6%      

3.7%             

１億3,646万円

1億4,280万円

1億4,454万円

議
会
費

0.9%   

1.0% 

0.9% 

２４億６,２３９万円

23億3,975万円

22億6,367万円

総
務
費

16.4%

16.2%   

14.9%    

4,130万円

4,130万円

4,000万円

予
備
費

0.3%

0.3%

0.3% 

６億9,263万円

6億6,208万円

7億4,835万円

商
工
費

4.6%    

4.6%      

4.9%

１２億5,049万円

１２億2,616万円

11億4,105万円

衛
生
費

8.3%

8.5% 

7.5%    

８億1,807万円

7億6,603万円

8億1,880万円

教
育
費

5.5%

5.3%   

5.4%

５億6,639万円

6億4,415万円

5億8,213万円

消
防
費

3.8%     

4.5%

3.8%    

※金額と構成比は、万円未満を四捨五入してい
るため合計と一致しない場合があります。

　%は各年度の予算額全体に占める割合

※R3年度は災害復旧費
　9億5,579万円（6.3％）
が土木費とは別に計上
されていました。

上段：R5年度
中段：R4年度
下段：R3年度

当初予算3年間分比較

令和
5年度

歳 出

ＧＭＯアスリーツパーク湯の丸
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高齢者福祉

くらし・環 境

　地域おこし協力隊を活用しながら空き家所有者に
対し、意識啓発と空き家バンクの登録を促し、移住希
望者へ空き家情報の提供を行います。
　空き家片付け事業補助金について質疑があり、上
限１０万円の補助があるとの説明をうけました。また
空き家バンクへの登録数について質問があり、令和
４年度の登録が３３件だったとの説明がありました。

空き家対策事業費

６１０万円

　地域公共交通システムの運営を支援し、市民の移
動手段を確保するとの説明がありました。
　将来性についての質問がありＡＩシステムにより
24時間いつでも予約ができ、近くの車両が迎えにき
てくれるなどの利便性が高くなるとの、説明がありま
した。

地域公共交通システム

９,４５２万円

　国の自治体ＤＸ推進計画や東御市情報化推進計
画に基づき、キャッシュレスレジやスマートフォンアプ
リを導入して市民の利便性を向上させデジタル技術
を活用した業務効率化をはかります。

デジタル化推進事業費

５,６３１万円

　高齢者福祉センター改修工事に１億２,２３０万
円。４月に入札、５月に着工の予定です。
　他に福祉施策の一環として、高齢の低所得者に
対し温泉施設共通回数券の福祉無料引換券を配
布します。

高齢者福祉拠点の整備

１億２,９４０万円

脱炭素社会

　国へ申請している脱炭素先行地域づくり事業
と、重点対策加速化事業の選定を受けた場合、新
しく設立される地域電力会社に出資するための
資金です。基本、選定を受けるまでは手をつけな
いとの説明でした。

地域電力会社出資金

１,０００万円

　住民自らが考え行動する、自立した地域づくり活
動を推進します。

市民団体への支援

２,４９７万円

　総合型地域スポーツクラブ活動事業に対して助成
する費用です。新たなスポーツ活動の普及促進と地
域の誰もがスポーツに親しめる生涯スポーツ社会の
実現につなげるとともに、地域スポーツの担い手と
して期待される総合型地域スポーツクラブの将来的
な自主・自立運営に向け育成をはかります。

総合型地域スポーツクラブへの支援

４９４万円

令和5年度 一般会計予算

令和5年度

一般会計
予算

令和5年度

一般会計
予算

令和5年度

一般会計
予算

総合型地域スポーツクラブSanyTOMI

子  育  て

　様々な困難を抱える子どもと家庭の孤立化を防ぐ
とともに、すべての子どもたちが安心して過ごせる
環境のもと、将来の自立に向けて生き抜く力を育め
るよう「子ども第三の居場所」を整備するための費用
です。
　場所は、田中小学校前です。B&G財団の補助金が
5,000万円つきます。

子ども第三の居場所の開設事業費

５,６３１万円

　妊娠・出産・子育てに係る妊産婦等の不安や負担
を軽減するため、助産師・保健師の専門職による伴
走型支援の充実、並びに妊産婦への給付金の支援
による経済的負担の軽減を一時的に実施する事業
です。
　具体的に、出産前５万円、出産後５万円合計１０万
円支給されます。産後ケア事業（デイケア・ショートス
テイ）産後健康診断、母子相談、乳児家庭訪問、ママ
パパ学級開催も計画し、実施する費用です。

出産・子育て支援の充実

２,585万円

　不登校児童生徒の学習機会を保証するための中
間教室設置や不登校児童生徒への心理的ケアと支
援を行うためのスクールカウンセラー、スクールソー
シャルワーカー、心の相談員等の配置のための費用
です。
　発達に障害がある児童生徒が集団生活を行う上
できめ細かな支援を行うための人員も配置していき
ます。

不登校対策・特別支援教育事業費

４,１７６万円
　子どもサポートセンター窓口機能の強化として、
母子保健と児童福祉の双方が情報共有を徹底し、協
働して妊産婦・子育て世帯・子どもの状況把握と相談
対応に取り組み、必要な支援につなげるための体制
づくりをします。
　子どもの発達・成長や養育者の課題を早期に発見
して適切な支援につなげるとともにプッシュ型の情
報発信や面談を継続的に実施する事業です。
　その為に１０名を専門職として雇用します。国と県
から合わせて２,１１５万円の補助が出ます。

子どもサポートセンター運営事業費

３,２４９万円

　基礎学力調査費や■※■ALT等の人件費など学力向
上のための対策費や学力向上支援対策やゆるス
ポーツの委託に係る体力向上支援費です。また、デ
ジタル教材の長所を活かした授業の推進とICT機器
の導入等のための教育支援費７７４万円も含まれて
います。
※ALT：英語指導補助員

学力・体力の向上対策及び学校教育におけるICT活用の推進

５,００２万円

　滋野児童館を放課後児童クラブと併設して新築
移転を行うための設計委託料、確認申請手数料、建
設委員会運営資金の費用です。令和６年度着工、令
和７年度開所の予定です。

滋野児童館建設事業費

７６０万円

令和5年度 一般会計予算

令和5年度

一般会計
予算

滋野児童館建設予定地
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令和5年度 特別会計予算・公営企業会計予算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
32
億
６
３
０
０
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
29
億
６
２
０
０
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
　
　
　
３
億
９
５
３
０
万
円

令和5年度

特別会計
予算

水
道
事
業
会
計

【
支
出
予
算
額
】  

10
億
５
９
７
０
万
円

令和5年度

公営企業会計
予算

令和5年度

公営企業会計
予算

令和5年度

公営企業会計
予算

令和5年度

特別会計
予算

令和5年度

特別会計
予算

　
令
和
5
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
は
、前
年
度
比

７
０
０
万
円（
０・２
％
）減
と
な

り
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算
は
、前
年
度

比
１
７
０
０
万
円（
４・１
％
）減

と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
は
、前
年
度
比
３
０
０

万
円（
０・１
％
）増
と
な
り
ま
し

た
。

福
祉
課
の
審
査
で
は
、身
体
教
育

医
学
研
究
所
及
び
、東
御
市
社

会
福
祉
協
議
会
へ
の
委
託
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。多
岐
に
わ
た
り
委
託
さ
れ

て
い
る
た
め
各
事
業
者
と
上
手

く
連
携
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
水
道
事
業
会
計

支
出
予
算
額
は
、前
年
度
比
４
５

７
２
万
円（
４・１
％
）減
と
な
り

ま
し
た
。

 

審
査
で
は
、水
道
事
業
の
給
水

の
収
益
が
下
が
る
と
い
う
説
明

に
対
し
、今
後
ど
の
よ
う
な
見
通

し
に
な
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ

り
、今
後
、給
水
人
口
の
減
少
に

比
例
し
て
給
水
収
益
が
落
ち
て

い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
が
、創

意
工
夫
を
し
な
が
ら一定
規
模
の

純
利
益
を
確
保
し
て
い
く
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

全
会
一
致
で
可
決

全
会
一
致
で
可
決

病
院
事
業
会
計

【
支
出
予
算
額
】  
27
億
４
２
３
４
万
円

　
令
和
5
年
度
病
院
事
業
会
計

支
出
予
算
額
は
、前
年
度
比
２

億
５
３
１
８
万
円（
１０・２
％
）増

と
な
り
ま
し
た
。

　
審
査
で
は
、市
民
病
院
の
施
設

整
備
工
事
等
に
関
す
る
説
明
に

対
し
、空
調
の
加
湿
機
能
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
に

対
し
、今
導
入
さ
れ
て
い
る
機
器

に
は
付
い
て
い
な
い
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。委
員
か
ら
は
、医

療
施
設
と
し
て
全
体
的
に
加
湿

機
能
の
導
入
を
求
め
る
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

全
会
一
致
で
可
決

下
水
道
事
業
会
計

【
支
出
予
算
額
】  

26
億
５
０
４
９
万
円

　
令
和
5
年
度
下
水
道
事
業
会

計
支
出
予
算
額
は
、前
年
度
比

２
億
８
３
５
７
万
円（
９・７
％
）

減
と
な
り
ま
し
た
。

　
審
査
で
は
、電
気
代
の
増
加
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、施
設
を
統

廃
合
し
電
力
自
体
の
使
用
量
は

減
っ
て
い
る
が
、電
気
料
自
体
が

上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

全
会
一
致
で
可
決

全
会
一
致
で
可
決

全
会
一
致
で
可
決

令和5年度 一般会計予算

公共施設整備

農業・商工業・観光

　市道県東深井線の曽根地域や市道金井片羽線の乙女平地域へ、通学
児童・生徒の安全確保の為の歩道を整備します。

　防災重点農業用ため池の耐震化促進と、新たに認
定されたため池のハザードマップ作成を実施。また
赤岩水路橋の点検を実施します。

ため池耐震化

２,０３５万円

　地域産業としてワイン振興を図るとともに、東御ワ
インのブランド力の強化を目指します。

　人・農地プランに基づくモデル地区における農地
の集積・集約を推進するため、優良農地内に点在す
る遊休荒廃農地を解消します。

農地の集積・集約を推進

７２万円

　地域のイメージ向上やブランド力を高め、交流人
口や関係人口の拡大を図り地方創成を目指します。

シティプロモーション推進事業費

５８４万円

　御堂地区にワイン振興施設を整備し、祢津地区の
ワイン振興の新たな拠点に位置づけ、ワインを基軸
とした東御ブランドの強化・育成をはかります。

御堂地区　ワイン振興施設建設

１億８,２９５万円

　地域資源を活用した体験型・滞在型ツーリズムを
推進し、観光ニーズを捉えた東御市版体験メニュー
を構築します。
　ツーリズムと民泊・宿泊事業者とのマッチングを図
ることで、滞在時間の延伸、関係人口・交流人口の拡
大およびリピーターの増加をはかります。また二次
元コードのついた看板を作り、eバイクを活用した周
遊観光をあわせて取り組むとの説明がありました。
　二次元コードを活用したガイド動画について質疑
があり、整備済みのものとこれから整備する場所が
あり、２～３分の動画に仕上げる予定であるとの説明
がありました。

東御市版観光体験・滞在ツーリズム

２,４６３万円

令和5年度

一般会計
予算

令和5年度

一般会計
予算

ワイン用ぶどう苗木の安定供給と品質向上

１,０８４万円

歩道の整備

２,５００万円

とうみシェアサイクル

ワイン振興施設建設予定地
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予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、

総
務
産
業
委
員
会
、
社
会
文
教

委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
の
予
備
審
査
報

告
に
基
づ
き
、
令
和
５
年
度一般・

特
別・
公
営
企
業
会
計
お
よ
び
令

和
４
年
度
の
補
正
予
算
に
関
す
る

15
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
令
和
５
年
度
東
御
市

一
般
会
計
予
算
に
お
け
る
建
設
課

の
審
査
で
は
、
物
価
高
の
影
響
を

踏
ま
え
て
市
が
行
う
除
雪
作
業

や
融
雪
剤
散
布
作
業
の
委
託
料

単
価
を
見
直
す
検
討
を
求
め
る

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
家
庭
支
援
室

の
審
査
で
は
、
保
護
者
支
援
事

業
委
託
料
、
事
業
内
容
に
関
す

る
質
疑
が
あ
り
、
子
ど
も
と
の
関

わ
り
方
や
子
育
て
に
悩
み
や
不
安

を
抱
え
て
い
る
保
護
者
に
対
し
臨

床
心
理
士
に
よ
る
ペ
ア
レ
ン
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
健
全
な
親
子

関
係
の
形
成
を
支
援
す
る
事
業

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
賛
成
多
数
で

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

予
算
決
算
特
別

委
員
会
報
告

湯の丸高原
屋内運動施設
事業関連

ＧＭＯアスリーツパーク湯の丸　屋内プール

議
案
第
18
号

　
電
気
料
金
高
騰
に
よ
り
湯
の
丸
高
原

屋
内
運
動
施
設
指
定
管
理
料
を
８
８
０

０
万
円
、湯
の
丸
高
原
施
設
基
金
積
立

金
に
３
６
０
０
万
円
な
ど
歳
入
歳
出
を

そ
れ
ぞ
れ
４
４
０
０
万
円
追
加
補
正
。

　
湯
の
丸
高
原
屋
内
運
動
施
設
事
業
に

つ
い
て
、運
営
の
見
通
し
が
つ
い
た
こ
と

か
ら
、湯
の
丸
高
原
屋
内
運
動
施
設
事

業
特
別
会
計
を
令
和
４
年
度
を
も
っ
て

廃
止
す
る
た
め
、所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。施
行
期
日
は
令
和
５
年
４
月

１
日
で
す
。

議
案
第
14
号

補
正
第
2
号

令
和
４
年
度
東
御
市
湯
の
丸

高
原
屋
内
運
動
施
設
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

東
御
市
特
別
会
計
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

窪
田
俊
介 

議
員

　
湯
の
丸
高
原
屋
内
運
動
施
設
事
業
特
別
会
計

は
、高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ー
ル
を
誘
致
す
る
予

定
が
東
御
市
独
自
で
の
建
設
へ
方
向
転
換
を
迫

ら
れ
、財
源
を
企
業
版
ふ
る
さ
と
寄
付
金
で
賄
う

と
し
た
が
集
め
ら
れ
ず
、起
債
と
寄
付
集
め
を
継

続
す
る
過
程
で
お
金
の
流
れ
を
明
確
に
す
る
た

め
に
生
ま
れ
た
会
計
で
す
。返
済
の
見
通
し
が
つ

い
た
と
し
て
も
今
後
の
寄
付
金
の
集
ま
り
方
に

影
響
を
受
け
る
こ
と
や
、特
別
会
計
の
特
殊
性
か

ら
も
繰
上
償
還
な
ど
の
整
理
後
、並
び
に
今
後
の

施
設
の
運
営
問
題
な
ど
議
論
を
深
め
た
後
に
廃

止
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

反
対
討
論

　
起
債
に
対
す
る
国
の
交
付
税
処
置
額
を
踏
ま

え
、償
還
に
充
て
る
湯
の
丸
高
原
施
設
基
金
の
見

込
残
高
か
ら
考
慮
す
る
と
、残
る
財
源
額
は
令
和

４
年
度
末
で
４
，０
０
０
万
円
弱
と
な
り
ま
す
。

　
収
支
を
含
め
順
調
に
推
移
し
て
お
り
繰
上
償

還
の
目
途
も
立
ち
特
別
会
計
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
か
ら
、湯
の
丸
高
原
屋
内
運
動
施

設
事
業
特
別
会
計
を
令
和
４
年
度
を
も
っ
て
廃

止
す
る
こ
と
は
特
段
問
題
な
い
と
考
え
ま
す
。

田
中
博
文 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
13  

反
対
２

賛
成
多
数
で
可
決

令和5年 3月定例会

　
降
雪
回
数
が
多
か
っ
た
た
め

融
雪
剤
購
入
費
や
散
布
委
託

料
、除
雪
委
託
料
な
ど
が
増
加

し
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
う
費
用
の

増
額
補
正
で
す
。

　
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

の
改
修
に
要
す
る
工
事
費
で
す
。

ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
の
追
加
等
を
行

い
、走
り
や
す
く
し
ま
す
。

　
農
業
用
施
設
個
別
施
設
計
画

策
定
に
要
す
る
費
用
で
す
。左
岸

幹
線
水
路
、御
牧
原
２
号
幹
線
、

八
重
原
用
水
等
が
対
象
で
す
。

　
田
中
・
祢
津
児
童
館
の
ト
イ
レ

洋
式
化
に
要
す
る
工
事
費
で
す
。

　
田
中
小
学
校
パ
ス
ス
ル
ー
冷

蔵
庫
及
び
和
小
学
校
食
器
消
毒

保
管
庫
の
更
新
費
用
で
す
。　

　
原
油
価
格
高
騰
に
よ
り
諸
施

設
の
電
気
料
金
が
大
幅
に
値
上

が
り
し
ま
し
た
。こ
の
た
め
の
補

正
で
す
。

　
温
泉
施
設
等
指
定
管
理
委
託

料
に
関
す
る
増
額
補
正
で
す
。

原
油
価
格
高
騰
な
ど
に
よ
る
電

気
料
金
や
、諸
費
用
の
値
上
が

り
に
対
応
す
る
た
め
で
す
。

　
電
気
価
格
高
騰
に
伴
う
指
定

管
理
委
託
料
の
補
正
で
す
。

　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

通
所
す
る
た
め
の
費
用
に
関
す

る
補
正
で
す
。

　
交
通
シ
ス
テ
ム
運
行
費
補
助

金
と
し
て
は
７
７
０
万
円
の
増

額
で
す
が
、デ
マ
ン
ド
交
通
車
両

購
入
費
が
減
額
と
な
っ
て
お
り

合
計
で
標
記
の
金
額
と
な
り
ま

し
た
。

　
ふ
る
さ
と
東
御
応
援
寄
附
金

増
加
に
伴
う
返
礼
品
発
送
等
業

務
委
託
料
の
補
正
で
す
。

　
令
和
５
年
度
に
繰
り
越
し
が

で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、減
額
補

正
を
す
る
も
の
で
す
。

　
令
和
５
年
度
の
補
正
第
１
号

で
復
活
し
ま
す
。

　
国
に
よ
り
接
種
事
業
が
、１
年

間
延
長
さ
れ
た
た
め
実
施
費
用

が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
利
益
は
確
保
さ
れ
て
お
り
、運

営
上
の
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出
の

予
定
額
に
対
す
る
補
正
で
す
。電

気
代
の
高
騰
等
あ
る
が
利
益
は

確
保
さ
れ
て
お
り
運
営
上
の
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
患
者
数
の
減
少
に
よ
り
医
業

収
益
は
減
少
し
た
が
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
対

す
る
補
助
金
等
が
増
加
し
ま
し

た
。ま
た
、医
業
費
用
の
増
加
も

抑
制
で
き
た
た
め
経
営
が
安
定

し
ま
し
た
。

　
一
般
保
険
者
療
養
給
付
費
や

高
額
療
養
費
等
、不
用
額
の
減

額
補
正
で
す
。

　
事
務
事
業
実
施
に
伴
う
不
用

額
の
減
額
補
正
で
す
。

　
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
へ
納
付
す
る
負
担
金
の

減
額
補
正
で
す
。

デマンド交通「レッツ号」

一
般
会
計

議
案
第
１
号

補
正
第
15
号

農
業
用
施
設
耐
震

・
長
寿
命
化
事
業
費

２
０
０
０
万
円

地
域
公
共
交
通

確
保
維
持
改
善
事
業
費

５
０
５
万
円

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事
費

３
７
７
０
万
円

議
案
第
９
号

補
正
第
16
号

湯
の
丸
高
原
ス
ポ
ー
ツ

交
流
施
設
改
修
事
業
費

１
４
３
０
万
円

道
路
維
持
管
理
事
業
費

１
５
０
０
万
円

水
道
事
業
会
計

議
案
第
15
号

補
正
第
1
号

収
益
補
正
額  

２４
万
円

費
用
補
正
額  

２４
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

議
案
第
11
号

補
正
第
3
号

補
正
額  

１
億
８
４
３
７
万
円

下
水
道
事
業
会
計

議
案
第
16
号

補
正
第
1
号

収
益
補
正
額１９

８
２
万
円

費
用
補
正
額１８

８
０
万
円

病
院
事
業
会
計

議
案
第
17
号

補
正
第
3
号

収
益
補
正
額

１
億
３
２
４
１
万
円

費
用
補
正
額９０

０
０
万
円

議
案
第
10
号

補
正
第
17
号

温
泉
施
設
諸
経
費

５
１
０
４
万
円

議
案
第
33
号

補
正
第
18
号

ふ
る
さ
と
納
税
推
進

事
業
費

８
０
０
万
円

議
案
第
34
号

令
和
５
年
度

第
1
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費

１
億
５
４
３
０
万
円

児
童
館
事
業
費３５

５
万
円

障
害
児
通
所
給
付
費

８
６
９
万
円

給
食
施
設
維
持
補
修
費

３
８
９
万
円

体
育
施
設
等
指
定
管
理
費

５
０
０
万
円

電
気
料
値
上
が
り
対
策
費

１
２
９
３
万
円

議
案
第
12
号

補
正
第
4
号

補
正
額 

　
４
６
１
万
円

介
護
保
険
特
別
会

議
案
第
13
号

補
正
第
2
号

補
正
額  

２
５
１
７
万
円

特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療

改修が必要な湯の丸
トレイルランニングコース

令和4年度
（令和 5 年度）
主な補正予算

令和5年 3月定例会
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採決結果   ：  ◎は全会一致　○は賛成多数　×は否決

定例会の議決結果令和５年
３月

議案番号 案　　件 採決
結果

常任委員会審査結果
総務産業 社会文教

条例の新設・一部改正、契約の締結等（関連記事Ｐ１２）

人事

請願・陳情

議員提出議案

議案第23号 東御市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
施設及び運営に関する基準の一部改正に伴い所要の改正を行う ◎ ― ◎

議案第24号
東御市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例
放課後児童クラブ等の利用者の安全を図るため所要の改正を行う

◎ ― ◎

議案第25号
上田地域広域連合ふるさと基金に係る権利の一部を放棄することについて
基金の一部を令和５年度地域医療対策事業に充当するため必要な改正を行う ◎ ◎ ―

議案第26号
市道路線の認定について
祢津 606号線、和 290号線の 2路線を市道として認定する ◎ ◎ ―

議案第27号
市道路線の廃止について
機能が失われているため廃止する ◎ ◎ ―

議案第2８号
教育委員会委員の任命について
【新任】小林利佳さん ◎ ― ―

議案第29号
公平委員会委員の選任について
【再任】宮原則子さん ◎ ― ―

議案第30号
東御市滋野財産区管理会委員の選任について
【再任】田口英夫さん、寺島秀希さん
【新任】佐藤義幸さん、長岡政直さん、唐澤俊一さん、花岡嘉明さん、清水聖一さん

◎ ― ―

議案第31号 人権擁護委員候補者の推薦について
関　厚子さん ◎ ― ―

議案第32号
人権擁護委員候補者の推薦について
小山敦子さん ◎ ― ―

― ―

― ―

請願第 ５ 号 「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願書 不採択

陳情第24号 LPガス料金上昇に対する直接的な負担軽減対策を求める陳情書
（地方創生臨時交付金の活用）

陳情第25号 日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土
の安全の保障を求める陳情

議席
配付

― ―議席
配付

不採択 不採択

不採択 ―

陳情第26号 「所得税法第 56条の見直しを求める意見書」提出に関する陳情 ―

議員提出
議案第１号 東御市議会の個人情報の保護に関する条例の提出について

令和５年度東御市一般会計予算
東御市特別会計条例の一部を改正する条例
「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を
 求める意見書」の採択を求める請願書
「所得税法第 56条の見直しを求める意見書」
 提出に関する陳情

◎

議案第22号
東御市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例
子育て支援施設等の運営に関する基準の一部改正に伴い所要の改正を行う

◎ ― ◎

常任委員会・予算決算特別委員会審査結果の「―」印は、委員会に付託されなかった案件です。

下記以外の議案等は、全会一致でした。
会派名・議員名

案　件

議
　案
　番
　号

本会議での各議員の賛否（賛成・採択「○」、反対・不採択「●」、退席「退」、議長「／」、欠席「欠」）　　

議案第 2 号
議案第18号

請願第 ５号

陳情第26号

さわやかな風の会 東翔の会 公明党 日本
共産党
市
毛
　真
弓

窪
田
　俊
介

西
山
　福
恵

髙
木
真
由
美

大
塚
　博
文

瀬
田
　智
之

田
中
　信
寿

田
中
　博
文

滝
澤
　栄 

一

斉
藤
　
　哲

村
山
　弘
子

花
岡
　豊 

一

中
村
　眞 

一 

山
崎
　康 

一

依
田
　俊
良

長
越
　修 

一 
 

○ 欠 ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
○ 欠 ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
● 欠 ● ／ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

● 欠 ● ／ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

定例会の提出案件の審議結果

採決結果   ：  ◎は全会一致　○は賛成多数　×は否決

令和５年
３月
議案番号 案　　件

議案番号 案　　件

採決
結果

採決
結果

常任委員会審査結果
総務産業 社会文教

予算決算特別委員会
審査結果

専決処分の承認（補正予算１件）

令和４年度東御市予算（関連記事Ｐ２～７）

令和５年度東御市補正予算（関連記事Ｐ8）

条例の新設・一部改正、契約の締結等（関連記事Ｐ9.１２）

令和４年度東御市補正予算（関連記事Ｐ８）

議案第１号
令和４年度東御市一般会計補正予算（第15号）の専決処分の承認を求めることについて
降雪回数が多かったことによる市道の除雪や融雪剤購入に要する費用等
１，８８５万円の増額補正

◎ ―

議案第２号 令和５年度東御市一般会計予算
予算額１４９億９,２００万円（前年比＋５億７,０００万円） ○ ○

議案第３号 令和５年度東御市国民健康保険特別会計予算
予算額３２億６,３００万円（前年比－700万円） ◎ ◎

議案第４号 令和５年度東御市介護保険特別会計予算
予算額２９億６,２００万円（前年比＋300万円） ◎ ◎

議案第５号 令和５年度東御市後期高齢者医療特別会計予算
予算額３億９,５３０万円（前年比－１,７００万円） ◎ ◎

議案第６号 令和５年度東御市水道事業会計予算
支出予算額１０億５,９７０万円（前年比－４,５７４万円） ◎ ◎

議案第７号 令和５年度東御市下水道事業会計予算
支出予算額２６億５,０４９万円（前年比－２億８,３５７万円） ◎ ◎

議案第８号 令和５年度東御市病院事業会計予算
支出予算額２７億４,２３４万円（前年比＋２億５,３１８万円） ◎ ◎

議案第９号 令和４年度東御市一般会計補正予算（第 16号）
原油価格高騰による電気料、ガス代等　７,６０８万円増額補正 ◎ ―

議案第34号
令和５年度東御市一般会計補正予算（第 1号）
新型コロナウィルスワクチン接種や子育て支援センター改修工事に関る増額補正予算
 １億９,５５１万円増額補正

◎ ―

議案第10号 令和４年度東御市一般会計補正予算（第 17号）
事務事業実施に伴う不要額　１億６５７万円減額補正 ◎ ◎

議案第11号 令和４年度東御市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
一般被保険者に係る医療給付等の減額補正　１億８,４３７万円減額補正 ◎ ◎

議案第12号 令和４年度東御市介護保険特別会計補正予算（第４号）
通所事業費等の減額補正　４６１万円減額補正 ◎ ◎

議案第13号 令和４年度東御市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
県後期高齢者医療広域連合へ納付する保険料の減額補正　２,５１７万円減額補正 ◎ ◎

議案第14号 令和４年度東御市湯の丸高原屋内運動施設事業特別会計補正予算（第２号）
電気料高騰と基金積立の増額補正　４,４２７万円増額補正 ◎ ○

議案第15号 令和４年度東御市水道事業会計補正予算（第１号）
既決支出予算額を４８万円減じて　１１億４９６万円とする ◎ ◎

議案第16号 令和４年度東御市下水道事業会計補正予算（第１号）
既決支出予算額を１,８８０万円減じて２９億１,５25万円とする ◎ ◎

議案第17号 令和４年度東御市病院事業会計補正予算（第３号）
既決支出予算額に９,０００万円増額し２６億７,466 万円とする ◎ ◎

議案第18号 東御市特別会計条例の一部を改正する条例
湯の丸高原屋内運動施設事業特別会計を廃止するため所要の改正を行う ○ ○

議案第33号
令和４年度東御市一般会計補正予算（第 18号）
児童福祉と母子健康の一体化等を図るための施設改修に要する費用の事業年度変更
伴う　３,２２４万円の減額補正

◎ ―

―

議案第20号 東御市国民健康保険条例の一部を改正する条例
出産育児一時金の支給額改正により必要な改正を行う ◎ ― ◎

議案第19号 東御市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
税率算定を資産割から所得割・均等割・平等割へ移行するため所要の改正を行う ◎ ― ◎

議案第21号 東御市病院等料金条例の一部を改正する条例
分娩介助料に係る割増時間を改めるため必要な改正を行う ◎ ― ◎
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市 政 を 問 う会派代表
４名

個人
５名

東御市議会

◁ 一般質問東御市議会のホームページから、今回の一般質問を動画で見ることができます。
パソコン、スマートフォンから、いつでもご覧いただけます。

会派代表質問

【さわやかな風の会】  長越 修一

●地球温暖化対策について
●子育て・子育ち支援の充実について
●ワイン振興を通じた「持続可能な美しい　　
ふるさと“とうみ”」の実現について
●市のデジタル・トランスフォーメーション（DX）
の推進について
●「ＧＭＯアスリーツパーク湯の丸」の成果と、
市のスポーツ振興の展望と課題について

●財政状況について

【公明党】  髙木 真由美

●安心で安全な子育て環境の整備について
●市におけるデジタル田園都市国家構想の　
取組について

●第２次東御市地球温暖化対策地域推進計画
に基づく取組について

【日本共産党】  窪田 俊介

●湯の丸高地トレーニング施設について
●高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画
の策定に向けて
●子ども・子育て支援について

【東翔の会】  瀬田 智之

●湯の丸高原屋内運動施設事業の展望と　　
スポーツ振興について
●脱炭素社会に向けた取組について

個人質問

西山 福恵

●防災・減災について
●支え合い助け合う地域福祉づくりについて

村山 弘子

●GIGAスクール構想の進捗状況について
●今後の新型コロナウイルス感染症対策について
●移住定住施策の現状と今後について

市毛 真弓

●小・中学校の給食費について
●子ども第三の居場所開設事業について
●東御市高齢者センターについて

田中 博文

●職員のストレスチェックについて
●高濃度PCBの処分について

田中 信寿

●森林伐採について
●市内道路の除雪及び融雪剤散布について
●防犯及び不法投棄対策について

条例等

主
な
新
設
・一
部
改
正
条
例
等

東
御
市
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

東
御
市
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

東
御
市
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例

東
御
市
家
庭
的
保
育

事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

市 政 を 問 う

東御市議会  令和４年度

政務活動費収支報告
会派ごとの収支報告書、活動報告書を市議会ホーム
ページに掲載しましたのでご覧ください。

　
分
娩
に
伴
う
料
金
に
つ
い
て
、

東
御
市
民
病
院
に
お
け
る
時
間

外
加
算
の
開
始
時
間
と
の
均
衡

を
は
か
り
、割
増
料
金
の
開
始
時

間
に
つ
い
て
、「
午
後
８
時
」か
ら

「
午
後
６
時
」に
改
め
ま
す
。

　
出
産
育
児一時
金
の
支
給
額
を

現
行
の
４０
万
８
０
０
０
円
か
ら

４８
万
８
０
０
０
円
へ
改
正
し
ま

す
。

　
長
野
県
国
民
健
康
保
険
運
営

方
針
に
基
づ
き
、国
民
健
康
保
険

税
率
の
算
定
に
お
け
る
資
産
割

の
割
合
を
段
階
的
に
縮
小
し
、所

得
割
、均
等
割
及
び
平
等
割
に
よ

る
算
定
方
式
に
移
行
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

　
特
定
教
育・保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特

定
子
ど
も・子
育
て
支
援
施
設
等

の
運
営
に
関
す
る
基
準
の一部
改

正
に
伴
い
、児
童
福
祉
施
設
の
長

等
の
懲
戒
権
限
の
濫
用
禁
止
に

関
す
る
規
定
を
削
り
ま
す
。

①
利
用
者
の
安
全
の
確
保
を
図

る
た
め
、安
全
確
保
に
関
す
る
計

画
の
策
定
を
義
務
付
け
ま
す
。

②
施
設
外
で
の
活
動
等
で
自
動

車
を
運
行
す
る
際
に
、児
童
の
所

在
確
認
等
の
安
全
管
理
を
義
務

付
け
ま
す
。

③
必
要
な
保
育
士
や
面
積
を
確

保
し
、利
用
児
童
の
保
育
に
支
障

が
生
じ
な
い
場
合
に
限
り
、職
員

の
兼
務
や
設
備
の
共
有
を
可
能

と
し
ま
す
。

④
児
童
福
祉
施
設
の
長
等
の
懲

戒
権
限
の
濫
用
禁
止
に
関
す
る

規
定
を
削
り
ま
す
。

⑤
職
員
に
対
す
る
感
染
症
及
び

食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
防

止
の
た
め
に
、研
修
及
び
訓
練
を

定
期
的
に
実
施
す
る
よ
う
に
努

め
ま
す
。

①
利
用
者
の
安
全
の
確
保
を
図

る
た
め
、安
全
確
保
に
関
す
る
計

画
の
策
定
を
義
務
付
け
ま
す
。

②
施
設
外
で
の
活
動
等
で
自
動

車
を
運
行
す
る
際
に
、児
童
の
所

在
確
認
等
の
安
全
管
理
を
義
務

付
け
ま
す
。

③
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生

時
に
お
い
て
、児
童
に
対
す
る
支

援
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す

る
た
め
、業
務
継
続
計
画
の
策
定

に
努
め
ま
す
。

④
職
員
に
対
す
る
感
染
症
及
び

食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
防

止
の
た
め
に
、研
修
及
び
訓
練
を

定
期
的
に
実
施
す
る
よ
う
に
努

め
ま
す
。

さわやかな風の会

　 　

公 明 党

東 翔 の 会

日本共産党

合 計

会　派　名

2 

9 

 3（4）

2 

16

240,000 

1,080,000 

477,941 

240,000 

2,037,941 

253,530 

1,292,717 

475,248 

88,340 

2,109,835 

- 13,530

- 212,717

2,693

151,660

- 71,894

240,000 

1,080,000 

475,248 

88,340 

1,883,588 

0 

0 

2,693 

151,660 

154,353 

所属
人数 交付金額（ア） 支出金額（イ） 返還額差引金額（ア）-（イ） 交付確定額

政務活動費は、地方議会の議員に政策調査研究等の活動の
ために支給される費用です。
東御市では、議員1人当たり月額1万円を会派の所属議員数
に応じ会派に交付され、会計年度に応じて収支報告すること
となっています。

令和4年度  政務活動費収支報告一覧表  （令和4年４月１日～令和5年３月31日）

東
御
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

東
御
市
病
院
等
料
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

※東翔の会は令和 5 年 1 月から 1 名減となりました。 （単位：円、会派届出順）

令和5年 3月定例会
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代 表 質 問

【公明党】

髙木 真由美 議員

子
育
て
・
子
育
ち
に
関
わ
る

　
　
　
重
点
的
な
取
組
は
何
か

伴
走
的
な
相
談
体
制
の
構
築
と

　
　
　
発
達
段
階
に
応
じ
た
支
援

答 問

たか　　 ぎ             ま        ゆ         み

【日本共産党】

窪田 俊介 議員

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
プ
ー
ル
の

 

運
営
主
体
は
ど
う
な
る
の
か

当
面
は
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

 

制
度
を
も
っ
て
運
営
す
る

答 問

くぼ       た          しゅん    すけ

問
　
伴
走
型
支
援
の
充
実
の
た

め
の
人
材
の
整
備
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
相
談
支
援
に

関
し
て
は
、
従
来
よ
り
助
産
師

及
び
保
健
師
に
よ
る
妊
産
婦
へ

の
面
談
や
訪
問
相
談
等
、
妊
娠

期
か
ら
継
続
的
に
支
援
を
必
要

と
す
る
妊
産
婦
を
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
へ
つ
な
げ
る
体
制
を
と
っ

て
い
る
。

問
　
産
後
の
お
母
さ
ん
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
す
る
た
め
に

は
、
家
事
支
援

員
の
育
成
や
確

保
も
必
要
と
考

え
る
が
ど
う

か
。

健
康
福
祉
部
長

　
必
要
に
応
じ

助
産
師
に
よ
る

産
後
ケ
ア
や
家

事
支
援
ヘ
ル

パ
ー
が
行
う
養

育
支
援
訪
問
事

業
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
昨
年

10
月
か
ら
家
事

支
援
に
加
え
育

児
等
の
支
援
も

利
用
で
き
る
「
子
育
て
支
援
訪

問
支
援
事
業
」
を
創
設
し
、
支

援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

問
　「
子
ど
も
を
社
会
の
真
ん

中
に
」
据
え
た
支
援
を
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　「
成
長
プ
ロ
セ
ス
に
応

じ
た
切
れ
目
の
な
い
施
策
の
確

保
」
と
、「
待
ち
の
支
援
か
ら

予
防
的
な
関
り
の
強
化
」
の
２

項
目
を
次
年
度
の
重
点
的
事
業

に
位
置
付
け
て
展
開
し
て
い
く
。

　
　
　
　

デ
ジ
タ
ル
化
の

　
　
取
組
に
つ
い
て

問
　「
書
か
な
い
窓
口
」「
行
か

な
い
窓
口
」
の
推
進
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
一
部
運
用
を
し
て

い
る
が
、
市
民
目
線
、
職
員
目

線
の
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
に
向
け
て
一
層
の
推
進
に
努

め
て
い
く
。

問
　
湯
の
丸
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
施
設
に
つ
い
て
、
競
技
別
強

化
拠
点
の
指
定
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

市
長
　
２
月
28
日
現
在
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
か
ら
募
集
が
な
い
。

東
京
か
ら
パ
リ
大
会
ま
で
３
年

と
期
間
が
短
い
た
め
、
新
種
目

以
外
は
既
存
指
定
施
設
の
更
新

で
対
応
し
た
と
理
解
し
て
い

る
。

問
　
拠
点
指
定
と
一
体
で
医
科

学
サ
ポ
ー
ト
の

確
立
を
目
指
し

て
い
た
。
ど
う

な
る
の
か
。

企
画
振
興
部
長

　
指
定
の
有
無

に
か
か
わ
ら

ず
、
医
科
学
的

サ
ポ
ー
ト
の
充

実
を
掲
げ
る
必

要
が
あ
る
。
関

係
機
関
や
有
識

者
等
の
連
携
を

模
索
し
て
、
で

き
る
こ
と
か
ら

取
組
を
進
め

る
。

問
　
こ
れ
ま
で
に
償
還
・
基
金

に
投
入
し
た
寄
附
金
の
合
計

と
、
そ
の
内
訳
は
ど
う
か
。

市
長
　
平
成
31
年
か
ら
こ
れ
ま

で
に
運
営
費
や
起
債
償
還
、
及

び
基
金
の
積
み
立
て
な
ど
に
充

て
た
寄
附
金
総
額
は
、
令
和
４

年
度
の
見
込
み
を
含
め
て
８
億

１
０
０
０
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

内
訳
は
、
個
人
版
ふ
る
さ
と
寄

附
金
が
４
億
４
０
０
０
万
円
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
寄
附
金
が
２

億
円
ほ
ど
、
一
般
寄
附
金
は
１

億
７
０
０
０
万
円
ほ
ど
で
あ

る
。

問
　
個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

内
訳
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長
　
平
成
31
年
度

以
降
の
市
長
に
お
任
せ
が
２
億

５
６
０
０
万
円
ほ
ど
、
ま
た
湯

の
丸
整
備
が
１
億
８
４
０
０
万

円
ほ
ど
で
、合
計
４
億
４
０
０
０

万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

東御市の出生数の推移
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代 表 質 問

【さわやかな風の会】

長越 修一 議員

ワ
イ
ン
特
区
の
成
果
は
ど
う
か

ほ
ど
よ
く
田
舎
、

 

ワ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
な
り
つ
つ
あ
る

答 問

なが      こし　     しゅう    いち

【東翔の会】

瀬田 智之 議員

湯
の
丸
屋
内
プ
ー
ル
を

　
　
い
つ
ま
で
維
持
す
る
の
か

現
時
点
で
は
当
面
の
間
は

　
　
同
様
の
形
で
維
持
し
て
い
く

答 問

せ        た           とも      ゆき

問
　
ワ
イ
ン
特
区
を
通
じ
た
持

続
可
能
な
美
し
い
ふ
る
さ
と

〝
と
う
み
〞
の
実
現
の
た
め
、

地
域
振
興
は
ど
の
よ
う
に
施
策

を
展
開
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と

光
る
東
御
市
の
構
築
を
目
指

し
、
地
元
産
の
ワ
イ
ン
６
次
産

業
化
を
進
め
た
。
ワ
イ
ン
と
地

元
産
農
産
物
の
６
次
産
業
化

は
、
多
岐
に
わ
た
る
産
業
へ
の

波
及
効
果
は
大
き
い
。
市
が
進

め
る
地
域
に
根

差
し
た
小
さ
な

ワ
イ
ナ
リ
ー

は
、
少
量
高
品

質
の
ワ
イ
ン
造

り
を
目
指
す
ブ

テ
ィ
ッ
ク
ワ
イ

ナ
リ
ー
で
あ
り
、

こ
こ
に
し
か
な

い
ブ
ラ
ン
ド
化

が
図
れ
る
。
ま

た
、
ワ
イ
ン
用

ブ
ド
ウ
の
農
薬

が
他
の
野
菜
な

ど
に
影
響
を
与

え
な
い
よ
う
、

祢
津
御
堂
地
区

に
約
28 

ha
の
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う

団
地
に
施
設
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。

　
ま
た
、
台
湾
の
対
日
理
解
促

進
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
台
北
大

学
の
学
生
が
東
御
を
訪
れ
た
。

10
数
年
間
の
市
の
ワ
イ
ン
へ
の

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
ブ
ラ

ン
ド
地
と
し
て
認
知
さ
れ
て
視

察
場
所
に
選
ば
れ
た
。
ほ
ど
よ

く
田
舎
、
ワ
イ
ン
シ
テ
ィ
と
し

て
の
市
の
情
報
発
信
が
出
来
て

い
る
。

市
の
財
政
状
況
は

問
　
市
の
財
政
状
況
は
ど
の
よ

う
に
推
移
し
て
い
る
か
。

市
長
　
将
来
負
担
比
率
は
、
令

和
３
年
度
で
は
40
・
９
％
と
、

健
全
化
判
断
比
率
と
さ
れ
る

３
５
０
％
を
大
き
く
下
回
り
、

財
政
健
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い

る
。

問
　
湯
の
丸
高
原
屋
内
運
動
施

設
事
業
特
別
会
計
廃
止
の
経
緯

に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
振
興
部
長
　
今
年
度
の
決

算
は
ま
だ
未
確
定
な
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
運
営
に
関
し
て
は
収

支
を
含
め
順
調
に
推
移
し
て
い

る
。
建
設
費
に
か
か
わ
る
起
債

償
還
の
財
源
も
過
去
の
実
績
か

ら
確
保
で
き
る
見
通
し
が
立

ち
、
特
別
会
計
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
た
こ
と
か
ら
廃
止
す

る
も
の
で
あ
る
。

問
　
屋
内
プ
ー
ル
の
建
物
や
設

備
に
、
傷
み
や
不
具
合
は
生
じ

て
い
る
か
。

企
画
振
興
部
長
　
建
物
の
屋
根

に
へ
こ
み
が
発
生
し
て
い
る
。

ま
た
プ
ー
ル
の
塩
素
の
影
響
と

見
ら
れ
る
鉄
骨
の
さ
び
な
ど
、

少
な
か
ら
ず
発
生
し
て
い
る
。

問
　
今
後
の
改
修
の
予
定
、
ま

た
そ
の
際
の
財
源
は
。

企
画
振
興
部
長
　
屋
根
や
鉄
骨

な
ど
の
構
造
体
の
傷
み
を
放
置

す
る
こ
と
は
、
建
物
自
体
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら

令
和
６
年
度
の
パ
リ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後

に
改
修
を
行
う
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
財
源
に
つ
い
て
は
、

仮
に
令
和
５
年
度
中
に
繰
上

償
還
を
行
っ
た
こ
と
を
想
定

し
、
収
支
を
試
算
し
て
も
、

湯
の
丸
高
原
施
設
基
金
に
積

み
立
て
が
行
え
る
見
通
し
で

あ
る
。
こ
の
基
金
と
と
も
に

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
地
方

創
生
基
金
を
改
修
の
財
源
に

充
て
て
い
き
た
い
。

※

そ
の
他
、
脱
炭
素
社
会
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

おいしいワインに出番を待っているブドウたち

東御市湯の丸高原スポーツ交流施設（特設プール）
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一 般 質 問

田中 信寿 議員

大
規
模
森
林
伐
採
に
お
け
る

　
　安
全
・
防
災
対
策
は
ど
う
か

排
水
対
策
へ
の
留
意
ま
た

　
　交
通
安
全
対
策
も
必
要
で
あ
る

答 問

た       なか　       のぶ     ひさ

西山 福恵 議員

新
機
種
の
防
災
ラ
ジ
オ
の

　
　
　活
用
は
ど
の
よ
う
か

有
事
の
際
の
情
報
収
集
の

　
　
　手
段
と
し
て
活
用
す
る

答 問

にし     やま           ふく       え

問
　
大
規
模
伐
採
を
行
う
と
、

森
林
の
保
水
能
力
が
失
わ
れ
る

事
に
な
り
土
砂
崩
れ
や
水
害
な

ど
を
防
ぐ
防
災
対
策
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
運
搬
経
路
の
交
通

安
全
対
策
も
欠
か
せ
な
い
。
大

規
模
な
森
林
伐
採
に
お
け
る
防

災
や
安
全
対
策
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長
　
既
存
側
溝
の

点
検
や
堆
積
土
砂
等
の
除
去
な

ど
事
前
の
排
水

対
策
に
留
意
す

る
必
要
が
あ

り
、
伐
採
木
搬

出
の
大
型
車
輌

の
通
行
に
伴
う

交
通
マ
ナ
ー
の

徹
底
や
、
騒
音

対
策
と
し
て
の

作
業
時
間
帯
の

遵
守
、
更
に
は

こ
れ
ら
を
注
意

喚
起
す
る
看
板

の
設
置
な
ど
交

通
安
全
対
策
も

必
要
で
あ
る
。

今
回
の
和
山
国

有
林
の
伐
採
に

あ
た
り
、
既
に
東
信
森
林
管
理

署
に
要
望
し
て
い
る
。

防
犯
対
策
に
つ
い
て

問
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
状
況

は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
　
市
が
管
理
す

る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
県
道
等
の

地
下
道
や
駅
に
計
12
台
設
置
し

て
お
り
、
通
学
路
の
安
全
確
保

や
自
転
車
の
盗
難
抑
止
等
の
た

め
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

問
　
最
近
、
一
般
の
市
民
生
活

に
お
い
て
も
、
犯
罪
抑
止
の
面

か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
要
望

が
あ
る
が
対
応
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
　
設
置
要
望
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
の
区

長
期
事
業
計
画
に
お
い
て
１
件

あ
り
協
議
中
で
あ
る
。
ま
た
長

野
県
警
の
補
助
事
業
を
紹
介

し
、
区
の
防
犯
カ
メ
ラ
１
台
が

対
象
と
な
っ
た
。

問
　
防
災
ラ
ジ
オ
が
こ
の
３
月

か
ら
新
機
種
に
な
っ
た
が
、
活

用
の
利
便
性
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長
　
災
害
時
に
お

け
る
緊
急
情
報
を
自
動
起
動
に

よ
り
受
信
で
き
る
機
能
に
加

え
、
災
害
以
外
の
市
民
生
活
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
情
報
な
ど
も
、
自
動
起
動

に
よ
り
放
送
す
る
こ
と
が
可
能

な
ほ
か
、
電
波

の
弱
い
場
所
で

も
受
信
し
や
す

く
な
っ
て
い
る
。

問
　
地
区
防

災
マ
ッ
プ
の
取

り
組
み
を
行
っ

て
い
る
区
は
い

く
つ
あ
る
か
。

総
務
部
長
　
現

在
４
地
区
で
作

成
し
て
い
る

が
、
来
年
度

は
、
複
数
の
区

長
か
ら
作
成
に

つ
い
て
の
相
談

を
受
け
て
い

る
。
市
と
し
て

も
作
成
の
際
は
、
防
災
士
の
資

格
を
持
っ
た
方
の
協
力
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
支
援
し
て
い

く
。

支
え
あ
い
助
け
合
う
地
域

福
祉
づ
く
り
に
つ
い
て

問
　
高
齢
者
が
地
域
に
貢
献
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
は
ど
う
か

健
康
福
祉
部
長
　
高
齢
者
や
地

域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

通
い
の
場
が
あ
る
。
今
年
度
は

「
介
護
予
防
住
民
指
導
者
養
成

講
座
」
に
多
く
の
市
民
参
加
が

あ
っ
た
。
引
き
続
き
地
域
と
行

政
が
一
緒
に
な
り
進
め
て
い
く
。

問
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

と
ず
く
だ
す
カ
ー
ド
を
組
合
わ

せ
た
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
取
組
ん

で
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
引
続
き
地
域

の
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
を
行

う
上
で
参
考
に
す
る
。

落葉松の伐採が進む和地区の山林

新
機
種
の
防
災
ラ
ジ
オ
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

一 般 質 問

村山 弘子 議員

市
内
に
宿
泊
施
設
の
充
実
を

 

願
う
声
が
大
き
い
が
ど
う
か

市
の
未
来
の
中
に

 

必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
あ
る

答 問

むら     やま         ひろ        こ

田中 博文 議員

高
ス
ト
レ
ス
状
態
の
職
員
は
い
る
の
か

検
査
の
結
果

 

高
ス
ト
レ
ス
を
示
す
職
員
は
59
名

答 問

た       なか          ひろ     ふみ

問
　
市
の
人
口
動
態
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長
　
社
会
増
減
数

は
プ
ラ
ス
62
人
の
社
会
増
で
あ

る
。

問
　
移
住
定
住
施
策
は
何
か
。

企
画
振
興
部
長
　
首
都
圏
の
移

住
セ
ミ
ナ
ー
や
移
住
定
住
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
通
し
て
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
型
移
住
相
談
ツ
ア
ー
を
開

始
し
た
。

問
　
市
内
に
気
楽
に
泊
ま
れ
る

宿
泊
施
設
が

欲
し
い
と
い

う
声
が
あ
る

が
ど
う
か
。

市
長
　
天
の

時
と
地
の
利

と
人
の
和
が

必
要
。
関
係

人
口
、
関
係

企
業
を
増
や

し
て
い
く
中

で
様
々
な
宿

泊
施
設
の
充

実
と
い
う
選

択
肢
の
中
、

市
の
未
来
の

中
に
宿
泊
施

設
と
い
う
機
能
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
認
識
は
持
っ
て
い
る
。

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
に
つ
い
て

問
　
国
の
見
直
し
を
受
け
て
市

の
対
応
は
ど
う
な
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
は
４
月
１
日
以
降

も
自
己
負
担
な
し
で
継
続
。
引

き
続
き
感
染
防
止
は
呼
び
掛
け

て
い
く
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
現
状

問
　
家
庭
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
の
現
状
は
ど
う
か
。

教
育
次
長
　
95
％
の
家
庭
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
可
能
。

問
　
残
り
の
５
％
に
何
か
対
策

は
な
い
か
。

教
育
長
　
個
別
の
ご
家
庭
の
事

情
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

問
　
組
織
に
お
い
て
職
員
は
財

産
で
あ
り
、
職
員
が
健
康
で
あ

る
こ
と
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質

が
向
上
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

市
役
所
に
ス
ト
レ
ス
状
態
の
職

員
は
い
る
の
か
。

総
務
部
長
　
毎
年
１
回
、
全
職

員
を
対
象
に
「
職
業
性
ス
ト
レ

ス
簡
易
調
査
票
」
を
利
用
し
実

施
を
し
て
い
る
。
結
果
、
高
ス

ト
レ
ス
を
示
す
職
員
は
59
名
で

９
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。
全

国
平
均
値
は

10
％
程
度
で
あ

る
為
、
本
市
の

割
合
は
平
均
的

な
数
値
で
あ

る
。

問
　
高
ス
ト

レ
ス
を
示
し
た

職
員
へ
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し

て
い
る
か
。

総
務
部
長
　
医

師
や
保
健
師
や

産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
に
よ
る

面
談
を
促
し
て

い
る
。
面
談
の

結
果
、
業
務
分
担
の
見
直
し
や

配
置
換
え
に
よ
る
職
場
環
境
の

改
善
な
ど
を
は
か
り
、
医
療
に

繋
げ
る
事
も
あ
る
。

問
　
近
年
の
高
ス
ト
レ
ス
職
場

の
傾
向
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
健
康
問
題
が
起
き

る
リ
ス
ク
の
特
に
高
い
職
場
に

つ
い
て
は
、
毎
年
同
じ
職
場
に

特
定
さ
れ
て
は
な
い
。

問
　
職
場
で
メ
ン
タ
ル
の
不
調

や
高
ス
ト
レ
ス
と
な
る
職
員
が

出
な
い
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
と
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長
　
毎
年
、
係
長
以
上

を
対
象
と
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
修
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研

修
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
緊

張
が
続
く
職
場
で
は
、
職
員
が

自
身
の
ス
ト
レ
ス
反
応
に
対
し

て
、
自
己
の
取
り
組
み
方
を
考

え
る
た
め
の
研
修
も
今
年
度
実

施
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

職員は市民の財産である
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総
務
産
業
委
員
会
は
３
月
20

日
、
祢
津
小
学
校
と
東
部
中
学

校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
、
防
災

備
品
倉
庫
の
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
台
風
19
号
の
被
害
が
あ
っ
た

令
和
元
年
当
時
、
祢
津
小
学
校

以
外
に
は
設
置
さ
れ
て
お
ら

ず
、
教
訓
と
し
て
災
害
時
に
迅

速
に
対
応
出
来
る
よ
う
、
令
和

元
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
に
段

階
的
に
設
置
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
現
在
は
市
内
の
全
小
中
学

校
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
備
品
倉
庫
の

中
に
は
約
50
種

類
の
備
品
が
常

備
さ
れ
、
災
害

時
の
一
時
避
難

場
所
と
し
て
即

応
で
き
る
よ
う

に
準
備
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
避

難
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮

し
た
小
型
テ
ン

ト
も
確
保
さ
れ

て
お
り
、

お
お
む概
ね

１
〜
２
泊
程
度

は
避
難
に
も
対

応
出
来
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
は
あ
ら
か
じ
め
決

め
ら
れ
て
い
る
職
員
が
避
難
所

開
設
の
受
付
を
す
る
と
と
も
に
、

地
元
の
方
に
協
力
し
て
も
ら
い

な
が
ら
共
助
の
力
で
運
営
し
て

い
く
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

祢
津
・
滋
野
小
学
校
に
増
設

　
令
和
５
年
度
に
は
祢
津
・
滋

野
の
２
小
学
校
に
現
在
設
置
さ

れ
て
い
る
隣
へ
増
設
さ
れ
る
予

定
で
、
畳
ロ
ー
ル
の
よ
う
な
大

型
の
備
品
を
収
納
で
き
る
よ
う

令
和
５
・
６
年
度
で
進
め
て
い

く
と
の
事
で
し
た
。

　
近
年

げ
き激

　

じ
ん甚

　

か化
す
る
、
様
々
な

災
害
に
対
応
で
き
る
備
え
が
重

要
と
感
じ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
10
月
現
在
、
災
害

対
策
用
物
資
機
材
は
左
記
に
備

蓄
、
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
市
内
４
小
学
校
・
２
中
学
校

・
第
２
体
育
館
・
中
央
公
民
館

・
北
御
牧
支
所
・
市
役
所

・
市
民
病
院

・
東
御
消
防
署
に
は
、
非
常
食

等
管
理
が
必
要
な
も
の
を
一

括
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
で

は
、
議
会
報
発
行
に
関
し
て
モ
ニ

タ
ー
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
９
日
に
は
令
和
４
年
度
第
２

回
目
と
な
る
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
11
月
の
委
員
改
選
後
、

初
め
て
発
行
し
た
第
76
号
（
令
和
５

年
２
月
号
）
を
中
心
に
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
全
般
的
に
は

お
お
む概

ね
高
評
価
を
い
た

だ
き
、
特
に
表
紙
や
き
ら
り
☆
キ
ラ

リ
が
好
評
で
し
た
。

　
委
員
一
同
こ
れ
か
ら
も
よ
り
わ
か

り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
作
り
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
議
案
第
97
号
市
民
プ
ー
ル
改
修
工
事
３
３
０
０
万

と
あ
り
今
後
も
プ
ー
ル
を
続
け
る
の
は
お
金
が
か

か
る
な
と
感
じ
た
。ま
た
ト
イ
レ
の
改
修
も
含
め
、公

共
建
物
の
維
持
に
お
金
が
か
か
る
と
感
じ
た
。

☆
表
紙
に
い
ろ
ん
な
方
々
が
笑
顔
で
載
っ
て
い
て
良

か
っ
た
。

☆
広
報
と
だ
ぶ
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
を
し
て
ほ
し

い
。
内
容
は
い
い
。
き
ら
り
☆
キ
ラ
リ
は
グ
ル
ー

プ
を
取
り
上
げ
た
ら
ど
う
か
。

☆
写
真
の
鮮
明
さ
も
含
め
て
、
全
体
的
に
暗
い
。

☆
金
額
は
横
書
き
が
見
や
す
い
。

☆
モ
ニ
タ
ー
に
な
り
議
会
だ
よ
り
を
端
か
ら
端
ま
で
読

む
よ
う
に
な
っ
た
。非
常
に
読
み
や
す
く
な
っ
た
。

☆
議
場
見
学
に
小
学
生
の
言
葉
を
載
せ
た
ら
面
白
い

の
で
は
な
い
か
。

☆
モ
ニ
タ
ー
の
意
見
に
対
し
て
は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
て
ほ
し
い
。

☆
麻
見
さ
ん
の
記
事
が
カ
ラ
ー
で
き
れ
い
。中
が
も
う

少
し
、同
じ
ピ
ン
ク
や
緑
で
も
華
や
か
の
方
が
い
い
。

☆
モ
ニ
タ
ー
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
耕
作
放
棄
地
に

対
し
て
気
に
な
っ
て
い
る
。
い
い
形
で
利
用
さ
れ

れ
ば
い
い
の
に
な
あ
と
思
っ
て
い
る
。

議
会
だ
よ
り

      

モ
ニ
タ
ー
会
議
開
催
報
告

み
な
さ
ん
、
ご
意
見

　
　 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
務
産
業
委
員
会

現
地
調
査
報
告

出
さ
れ
た
ご
意
見
（
抜
粋
）

祢
津
小
学
校
防
災
備
品
倉
庫

一 般 質 問

市毛 真弓 議員

令
和
５
年
度
、
小
・
中
学
校
給
食
費
の

 

改
定
は
予
定
し
て
い
る
か

引
続
き
、
価
格
高
騰
分
の
負
担
を

 

保
護
者
に
求
め
な
い

答 問

いち        げ            ま       ゆみ

問
　
立
科
町
は
昨
年
11
月
よ
り

小
・
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化

を
実
施
し
た
。
当
市
が
給
食
無

償
化
で
き
な
い
理
由
は
。

教
育
次
長
　
学
校
給
食
法
に
給

食
食
材
等
の
費
用
は
保
護
者
負

担
と
さ
れ
て
お
り
、
義
務
教
育

と
い
う
制
度
上
、
国
の
責
任
に

お
い
て
一
律
に
実
施
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
考
え
る
。

問
　
昨
年
12
月
、学
校
給
食
法

の
解
釈
と
し
て「
保
護
者
が
負
担

す
る
学
校
給

食
費
を
自
治

体
が
補
助
す

る
こ
と
と
を

妨
げ
る
も
の

で
は
な
い
」と

岸
田
首
相
が

答
弁
し
て
お

り
給
食
費
無

償
化
が
で
き

な
い
理
由
に

は
な
ら
な
い
。

無
償
化
を
目

指
し
な
が
ら
、

ま
ず
は
半
額

助
成
す
る
な

ど
、
早
急
に

保
護
者
の
負
担
軽
減
策
を
は
か

る
決
断
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

教
育
次
長
　
来
年
度
以
降
に
つ

い
て
、
県
内
他
市
の
動
向
を
に

ら
み
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て

検
討
す
る
。

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問
　
入
浴
施
設
廃
止
に
伴
う
代

替
措
置
は
何
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
住
民
税
非
課

税
で
令
和
５
年
度
中
に
75
歳
以

上
に
な
る
方
に
、
市
内
温
泉
施

設
共
通
回
数
券
の
引
換
券
を
お

配
り
す
る
。

問
　
70
歳
以
上
の
方
が
、
市
内

温
泉
施
設
を
無
料
で
入
浴
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
ご
高
齢
で
低

所
得
の
方
の
健
康
の
維
持
増
進

の
一
助
と
な
る
よ
う
、
福
祉
無

料
引
換
券
を
お
配
り
し
た
い
。

　
２
月
14
日
に
北
御
牧
小
学
校
３
年
生
の
子

ど
も
達
が
議
場
見
学
に
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　
見
学
で
は
広
報
調
査
特
別
委
員
会
の
議

員
に
案
内
さ
れ
て
、
議
員
席
や
市
長
席
、

職
員
席
に
座
っ
て
も
ら
い
、
議
場
の
簡
単

な
説
明
の
あ
と
一
般
質
問
の
形
式
で
質
問

席
に
立
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
た
質
問

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど

も
達
は
事
前
に
準
備
し
て
き
た

ノ
ー
ト
を
開
い
て
、
真
剣
な
面

持
ち
で
説
明
を
聞
き
な
が
ら
一

生
懸
命
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し

た
。

　
子
ど
も
達
か
ら
は
、「
市
役

所
で
働
い
て
い
る
人
は
何
人
で

す
か
」
や
「
議
会
で
い
く
つ
の

事
が
決
ま
る
ん
で
す
か
」
な
ど

質
問
が
あ
り
、「
ど
う
し
て
議

員
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す

か
」
の
質
問
に
対
し
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
議
員
が
丁
寧
に
回
答

し
、
子
ど
も
達
の
鋭
い
感
性
に

感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
短
い
時
間
の
議
場
見
学
で
し

た
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
議

会
を
は
じ
め
子
ど
も
達
が
育
つ
東
御
市
に

よ
り
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
明
る
い
未

来
を
担
う
大
人
に
成
長
し
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
達
の
純
粋
な
質
問
に
分

か
り
や
す
く
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
議
員

力
の
向
上
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

北
御
牧
小
学
校
３
年
生
が

　
　
　
　
議
場
見
学
に
来
訪

ようこそ
東御市議会へ！
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　本会議、全員協議会、常任委員会、特別
委員会は傍聴することができます。
　定例会の日程は、確定後、
東御市議会ホームページに
掲載しますので、ご確認くだ
さい。
※一般質問の日程は変更と
なる場合があります。

こ
れ
ま
で
の
歴
史

金
井
さ
ん
　
祢
津
東
町
歌
舞
伎

の
歴
史
は
寛
延
４
年
と
記
載
さ

れ
た
物
が
最
古
の
資
料
と
し
て

残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。そ
の
60
年

後
の
文
化
14
年
に
回
り
舞
台
が

建
て
ら
れ
現
代
に
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
約
２
６
０
年
の
伝
統
を
持
つ

祢
津
東
町
歌
舞
伎
は
時
代
の
流

れ
の
中
に
あ
っ
て
中
断
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

平
成
10
年
に
は
祢
津
小
学
校
子

ど
も
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
も
発
足
し
、

老
若
男
女
問
わ
ず
地
域
の
力
で

伝
統
芸
能
の
伝
承
を
続
け
て
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
労
さ
れ
た

こ
と
は

金
井
さ
ん
　
コ
ロ
ナ
禍
で
公
演

が
中
止
の
時
で
も
感
染
状
況
が

治
ま
っ
た
時
々
に
練
習
を
や
っ
て

き
ま
し
た
の
で
、４
年
振
り
の
公

演
で
す
が
、特
段
慌
て
る
と
い
う

事
は
な
く
、皆
落
ち
着
い
て
練
習

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。歌
舞
伎
舞

台・鑑
賞
さ
れ
る
お
客
様
に
危
険

と
な
る
枯
れ
枝
の
枝
落
と
し
や

さ
じ
き
せ
き

桟
敷
席
の
改
修
な
ど
、３
年
間
お

休
み
の
間
に
会
場
も
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
は

金
井
さ
ん
　
役
者
の
成
り
手
不

足
が
あ
げ
ら
れ
後
継
者
対
策
が

急
が
れ
る
。東
町
に
限
ら
ず
東
御

市
全
体
か
ら
役
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

＊
今
回
の
取
材
で
祢
津
東
町
が

地
域
全
体
で
伝
統
芸
能
の
継
承

を
続
け
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。

　
江
戸
〜
明
治
時
代
に
流
行
し

た
地
芝
居
と
呼
ば
れ
る
素
人
歌

舞
伎
は
、今
や
全
国
で
も
数
少
な

い
存
在
で
す
が
、末
永
く
人
々
を

魅
了
し
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。  

　（
取
材
：
斉
藤・滝
澤
）

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

員
委
報
広
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熱心に歌舞伎の稽古に打ち込む名役者達

コロナ前の公演の様子

きらり★キラリ

　
表
紙
の
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
く
為
に
市
内
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
13
軒
に
行
き
ま
し
た
。皆
さ
ん
、と
て
も
忙
し
く
様
々

な
作
業
を
し
て
い
る
最
中
な
の
に
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。そ
し
て
、と
て
も
ま
っ
す
ぐ
な
目
で
ワ
イ
ン
作
り
に

対
す
る
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
そ
の

農
園
の
ワ
イ
ン
を
飲
む
と
き
は
、皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
を

思
い
出
し
て
、さ
ら
に
味
わ
っ
て
飲
め
そ
う
で
す
。

　
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
皆
さ
ん
、取
材
ご
協
力
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山 

弘
子

あとがき

令和5年６月定例会における一般質問は
６月13日・14日に予定されています。

議会の傍聴へ
お越しください

東御市議会
ホームページ

村
山
　
弘
子

田
中
　
博
文

滝
澤
　
栄
一

西
山
　
福
恵

斉
藤
　
　
哲

花
岡
　
豊
一

大
塚
　
博
文

田
中
　
信
寿

中
村
　
眞
一

祢津東町
歌舞伎保存会

　
例
年
４
月
29
日
㊗
に
は
祢
津
東
町
歌
舞
伎
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
３
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、今
年
は
４
年
振
り
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

保存会会長の金井勝さん


